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押し寄せる高齢化の波 けっして避けては通ることのできないものです

町民の皆さんの福祉行政に対する二 しっかりと現実を見

健康といきがいのふくらむ福祉社会をつくっていかなければなりません

けっして救貧的なものじゃない

賀田施設長の安高裕晃さん

区の杉本善雄さん

を考えてみました。

だれにも保証されたもの」

現場や町内からのそんな声もまじえて 町の高齢者福祉事情



高齢者実感調査

このようtこ行いました

遠賀町高齢着実臓調書

●調童の対象春

町内に住む的歳以上（平成6年3

月針目までの到達者を含む）で自宅

で生活している人…‥　2，粥2人

●鱒董期間

平成5年6月15日から30日まで

●調査方法

調査員が訪問して調査票を配付。

対象者に記入してもらう

●調査完了

2，474人（粥．9％）

♭雅人（31％）は、入院中や

転居などのため調査不能

1，054人（426％）

573人（231％）

401人（162％）

257人（104％）

138人（56％）

46人（19％）

5人（02％）

●回答書年齢層

65～69歳－

70へノ74歳－

75－79歳－

80－84歳－

85－89歳－

90－94歳－

95－99歳－

〆

急
速
に
進
む
高
齢
化
に
と
も
な
い
高
齢
者
の
意
識
や
家
族
形
態
、
生
活
様
式

に
も
変
化
が
現
れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
行
政
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま

す
複
雑
化
・
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
町
で
は
、
来
る
べ
き
超
高
齢
化
社
会
の
対
策
の

礎
を
築
く
「
老
人
保
健
福
祉
計
画
」
を
作
成
す
る
た
め
、
昨
年
の
6
月
、
町
内

に
住
む
館
歳
以
上
の
人
全
員
を
対
象
に
高
齢
者
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
実
態
調
査
の
結
果
を
実
態
・
住
ま
い
・
健
康
・
介
護
・
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
5
つ
の
項
目
別
に
紹
介
し
ま
す
。

増
え
つ
づ
け
る
高
齢
者
だ
け
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

グ
ラ
フ
1
は
、
昭
和
4
5
年
か
ら
の
町

の
総
人
口
と
6
5
歳
以
上
の
人
口
を
示
し

た
も
の
で
、
昭
和
4
5
年
に
は
、
わ
ず
か

八
百
二
十
五
人
だ
っ
た
6
5
歳
以
上
の
人

が
、
昭
和
5
5
年
に
は
千
二
百
八
十
七
人
、

平
成
2
年
に
は
二
千
百
六
十
五
人
と
増



表1高齢者世話状況　　　（資料：国調査）－二日国手一一
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■移浮れあいの里』高齢者福祉はもち

あらゆる福祉の発信墓地に。“いきがい健康施設ソーン機の完成予想図

ヽ

か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
は
、
高
齢
者
の
世
帯
鰐
戌
は
と
う

で
し
ょ
う
が
。
実
態
調
査
の
結
果
に
よ

れ
ば
、
馬
齢
者
の
．
人
暮
ら
し
世
帯
は
、

百
九
十
二
世
帯
。
高
齢
者
夫
婦
だ
け
の

世
帯
は
、
三
日
六
十
六
世
帯
で
し
た
。

調
査
時
点
で
の
遠
賀
町
の
総
世
帯
数
が

五
千
五
百
二
十
五
世
帯
で
す
か
ら
、
高

齢
者
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
が
実

に
、
町
内
の
約
．
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

表
1
は
昭
和
0
0
年
と
平
成
2
年
の
国

勢
調
査
に
よ
る
町
内
の
高
齢
者
出
荷
状

況
を
示
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
と
今
回

の
実
態
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
高
齢

者
た
け
で
樅
成
さ
れ
る
世
羅
が
確
実
に

増
え
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す。

畳
圏
臆
鰯
一

在
宅
福
祉
の
推
進
に
は
、

住
宅
構
造
の
改
善
が
必
要

住
宅
の
形
態
を
調
べ
て
み
る
と
、

戸
越
で
の
持
ち
家
が
、
九
　
∵
〇
％
で

圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
民
間
儒
家
が
、

囲
・
五
％
、
公
営
性
宅
が
、
〇
・
九
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
今
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
不
満

は
あ
り
ま
す
か
つ
」
と
い
う
囲
い
に
対

し
て
、
巳
九
・
八
％
の
人
は
　
「
初
に
不

満
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
い
う
舘
栗
が

作
ら
れ
ま
し
た
。

「
不
調
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
の
理

・田は、▽
段
露
が
つ
い
て
つ
ま

づ
き
や
す
い…

・
八
％

▽
階
段
が
急
で
あ
る

‥
：
円
％

▽
ト
イ
レ
が
使
い
に
く

；九％

▽
階
段
や
廊
下
に
手
す

り
が
な
い

二
・
九
％

▽
風
呂
が
使
い
に
く
い

二
・
四
％

な
と
　
（
複
数
回
答
）
　
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
不
満
の
ほ
と
ん
と
が
住
宅
構
造
に

対
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

した。特
に
、
高
齢
者
が
巾
イ
ス
や
捗
行
器

な
と
の
補
助
機
器
を
使
っ
て
生
活
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
と
き
、
日
本

型
家
屋
で
は
、
そ
の
住
宅
構
造
が
理
由

で
不
便
な
生
活
が
強
い
ら
れ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
、
、
今
後
、
在
宅
福
袖
を

推
進
し
て
い
く
、
う
え
で
、
住
宅
鵬
送
の

改
醤
な
と
は
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
き

ます。

圏
圏

高
齢
者
に
と
っ
て

通
院
は
大
き
拡
負
担

現
在
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
聞
い
て

み
ま
し
た
。
全
体
で
は
、

▽
天
変
良
い
・
良
い

九
・
八
％

▽
普
通
　
　
　
　
　
　
　
四
七
・
七
％

▽
あ
ま
り
良
く
な
い
・
良
く
な
い

・五％

と
い
う
回
答
紳
果
が
で
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
庸
齢
者
の
約
六
割
が
自

分
の
健
康
に
は
問
題
が
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
「
現
在
、
医
者
に
か
か
っ

て
い
ま
す
か
」
の
質
問
に
は
、
「
か
か
っ

て
い
な
い
」
と
答
え
た
人
は
全
体
の
一

九
・
七
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
な
ん
ら
か
の
病
気
で
医
者
に

か
か
っ
て
い
る
人
の
約
．
六
％
の
人
が

「
週
に
．
－
五
日
以
上
」
　
の
通
院
を
必

要
と
し
て
い
ま
し
た
。

「
日
常
生
活
で
実
際
に
困
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
つ
」
　
の
質
問
で
、

「
あ
る
」
と
答
え
た
人
の
中
で
最
も
多

か
っ
だ
の
か
「
通
院
」
　
で
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
も
、
病
気
や
障
害
を
持
つ
高

齢
者
に
と
っ
て
通
院
が
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。



イ

S寝たぎりなどの人にお尋ねします

＜介護を必要とするようになって
からとnくらいに慮りますか？＞

介護が必要になってか
らの期間は長期に及ん
でいることが分かる。

ただ今、作成中

遠賀町
老人保健福祉計画

我が国は、人口の高齢化が急速に進んで

おり、21世紀には国民の4人に1人が65歳

以上という超高齢化社会となり、特に、団

塊の世代が60歳に到達する西暦2007年以降

にそのピークを迎えるといわれています。

このような21世紀の超高齢化社会を、す
べての人が健康で、生きがいを持ち、安心

して生涯を過ごすことのできる社会とする

ためには、長期的視点に立った保健福祉の

システムづくりが必要です。

そのため、国では、平成2年から平成11

年まで「寝たきりゼロ作戦」など7つの保

健福祉課題を柱とした「高齢者保健福祉推

進十か年戦時」（平成元年12月）を公表し

ました。

こうした展開をもとに、地域の高齢化の

実態にあった保健福祉行政を行うため老人

福祉法等福祉関係8法が改正され（平成2

年6月）、住民に最も身近な市町村で在宅

福祉サービスと施設福祉サービス力きめ細

かく一元的そして、計画的に提供される体

制づくりを進めるよう、『老人保健福祉計

画』の作成が各自治体に義務づけられまし

た。

この法律により、遠賀町でも高齢者実態

調査をもとに現在、『遠賀町老人保健福祉

計画」の作成を進めているところです。こ

の計画では、「元気な人から介護か必要な

人にいたるまで、一貫した保健福祉サービ

スの創出」を基本方針とし、町内の高齢者

が「在宅」で安心して健康的な生活をおく

れるよう、ホームヘルプサービスやデイ

サービス事業などの在宅福祉の充実はもち

ろん、さまざまな保健福祉サービスを提供

できるようにしてあります。

高
齢
者
の
1
割
が

荏
宅
で
の
介
護
を
希
望

調
査
の
結
果
、
寝
た
き
り
、
ま
た
は

痴
呆
症
な
ど
の
理
由
で
現
在
、
介
護
を

受
け
て
い
る
高
齢
者
は
二
百
九
十
一
人

で
全
高
齢
者
二
千
四
百
七
十
二
人
の
約

一
二
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

そ
の
内
訳
は
、

▽
寝
た
き
り
　
四
十
三
人
（
一
・
七
％
）

▽
痴
呆
症
　
　
　
二
十
人
（
〇
・
八
％
）

▽
虚
弱
老
人二

百
二
十
八
人
（
九
・
二
％
）

（
※
虚
弱
老
人
は
、
な
ん
ら
か
の
障
害

な
ど
を
有
し
て
い
る
が
、
日
常
生
活
は

ほ
ぼ
白
人
私
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
「
移

動
」
と
「
入
浴
」
　
の
と
き
に
全
面
介
助

か
一
部
介
助
を
要
す
る
人
。
）
　
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
方
か
た
の
介
護
に
あ
た
ら
れ
て

い
る
の
は
、
同
居
の
家
族
が
七
「
九
人

（
二
七
・
一
％
）
　
で
も
っ
と
も
多
く
、

次
に
、
同
居
の
家
族
が
交
替
で
助
け
合

い
な
が
ら
が
刑
十
四
人
（
一
五
・
一
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
実
際
に
介
護
に
あ
た
ら
れ
て

い
る
方
が
た
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
「
介

護
し
困
っ
て
い
る
こ
と
は
9
」
　
の
質
問

では、
▽
心
身
が
疲
れ
る
　
　
　
二
八
・
二
％

▽
白
鳳
に
外
出
が
で
き
な
い二

二
・
七
％

▽
仕
事
に
出
ら
れ
な
い
　
　
六
・
二
％

▽
安
眠
で
き
な
い
　
　
　
　
五
・
二
％

な
ど
の
答
え
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ

く
馬
齢
化
し
て
い
く
介
護
者
に
と
っ
て

絹
神
的
・
肉
体
的
な
負
担
は
大
き
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
調
査
で
は
全
高
齢
者
の
六

九
％
の
人
が
、
『
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
』
　
と
考
え

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

在
宅
で
介
護
を
続
け
る
た
め
に
は
、

在
宅
介
護
を
支
援
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
を
充
実
さ
せ
、
介
護
者
の
負
担
を
軽

く
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て

き
ま
す
。

認
知
度
に
比
べ
て

少
璃
い
利
用
経
験

今
回
、
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
保
健

福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
在
、
剛
で
行
っ

て
い
る

▽
健
康
診
断
・
集
団
検
診

▽
保
健
婦
の
訪
問
指
導

▽
家
庭
奉
仕
員
　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

の
訪
問

▽
老
人
鵜
期
保
護
　
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ）
▽
入
浴
サ
ー
ビ
ス
事
業

▽
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
専
業

▽
遠
賀
町
老
人
憩
い
の
家

▽
涼
た
ぎ
り
老
人
等
介
護
手
当

の
八
項
目
で
す
。

最
も
良
く
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
「
健

康
診
断
・
集
団
検
診
」
で
八
五
・
四
％
。

次
い
で
、
「
遠
賀
町
老
人
憩
い
の
家
」
「
入

浴
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
　
の
順
で
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

し
か
し
、
利
用
経
験
を
調
べ
て
み
る

と
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
に
比
べ
て
利
用

が
少
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
や
費
用
、
手
続
き
な
と
が
十

分
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

と
も
に
、
そ
の
広
報
活
動
な
ど
に
も
力

を
注
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。
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高
齢
者
実
態
調
査
で
は
、
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
に
比
べ
て
、
そ
の

利
用
度
が
撞
端
に
低
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
高
齢
者
の
数
は
、
利
用

数
を
は
る
か
に
上
回
る
数
字
が
結
果
と
し
て
出
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
町
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

そ
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
こ
こ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
制
度
の
中
で
、
町
が
現
在
、
行
っ
て
い
る
も
の
か
ら
今
後
、
行
う
予
定

の
も
の
ま
で
、
そ
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

家
庭
奉
仕
員
　
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

が
、
体
の
不
自
由
な
“
人
暮
ら
し
な
と

の
馬
齢
客
を
母
象
に
、
炊
事
・
掃
除
・

洗
濯
・
鯛
い
物
な
と
日
常
生
活
の
お
世

話
を
し
た
り
、
相
談
に
応
じ
た
り
し
て

い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

遠
賀
町
社
会
相
社
説
護
会

訪
問
看
護

寝
た
き
り
又
は
こ
れ
に

蝉
ず
る
「
老
人
陳
療
受
給

対
象
者
」
が
、
各
主
治
医

の
指
導
に
よ
り
保
健
婦
・

看
護
婦
な
と
の
派
遣
を
受

け
在
宅
で
看
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。▽
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
保
健
衛
生
係

遠
賀
中
間
陳
節
会
「
老

人
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
℡
（
2
0
2
）

3
－
i
o
O
．
4
－

入
浴
サ
ー
ビ
ス

自
宅
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
を
対
象
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
浴
設
備
を
利
用
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
桶
杜
楳
椙
杜
係

述
卸
町
社
会
相
杜
勝
機
会

特
別
益
護
老
人
ホ
ー
ム
　
「
述
鎖
国
」

鎗
禽
サ
ー
ビ
ス

「
栄
餐
管
理
と
愛
の
一
声
運
動
」
を

目
的
と
し
て
在
宅
の
馬
齢
者
に
週
．
田

の
給
食
　
（
夕
食
）
　
を
お
届
け
い
た
し
ま

す。▽
問
い
合
わ
せ
　
述
徹
町
社
会
福
祉
陥

機
会

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

寝
た
ぎ
り
や
痴
呆
症
の
高
齢
者
な
と

を
介
護
し
て
い
る
家
族
が
、
弱
気
や
家

庭
の
用
事
で
“
時
的
に
介
護
で
き
な
く

な
っ
た
場
合
に
、
掘
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
で
介
護
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
梢
他
殺
福
祉
係

特
別
謎
護
老
人
ホ
ー
ム
　
「
通
貨
圏
」

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

今
年
3
月
1
日
開
始
予
定
の
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
．
つ
で
す
。
在
宅

で
体
の
弱
い
高
齢
者
な
と
が
、
送
迎
ハ

ス
で
の
適
所
の
方
法
に
よ
り
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
一
日
、
い
ろ
い
ろ
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
6
貝
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

特
別
発
議
老
人
ホ
ー
ム
　
「
道
微
圃
」

在
宅
介
護
支
援
サ
ー
ビ
ス

今
年
3
月
1
日
開
始
予
定
で
す
。
在

宅
の
波
た
き
り
老
人
な
と
の
介
護
者
に

対
し
、
尊
門
家
に
よ
る
二
上
回
時
間
体

制
の
相
談
業
務
な
と
を
行
い
ま
す
。

（
1
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

▽
問
い
合
わ
せ
　
　
福
祉
課
福
祉
係

特
別
発
起
老
人
ホ
ー
ム
　
「
遠
賀
回
し

訪
問
指
導

寝
た
き
り
の
高
齢
者
な
ど
を
保
健
婦

が
訪
問
し
、
健
廉
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ

ス
や
畠
浦
上
の
相
談
、
ま
た
介
護
の
方

法
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

在
宅
介
護
手
当

在
宅
に
お
い
て
、
捷
た
ぎ
り
老
人
な

と
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人
に
、
介
護
手

当
を
文
給
し
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
福
祉
係

老
人
医
療
制
度

7
0
歳
以
上
の
高
齢
者
と
6
5
簸
以
上
で

障
害
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
老
人
保
健

に
よ
る
低
廉
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま

す。▽
問
い
合
わ
せ
　
住
民
課
国
保
年
金
係

健
露
相
談

地
区
公
民
館
や
婦
人
会
、
老
人
ク
ラ

ブ
と
い
っ
た
地
域
組
織
を
通
し
て
検

尿
、
血
圧
測
定
な
ど
を
実
施
し
、
個
別

に
相
談
、
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

日
精
生
活
用
真
の
給
付
・
貸
与

今
年
4
月
1
日
よ
り
開
始
予
定
の
在

宅
編
制
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
す
。
日
常
生

活
を
よ
り
快
適
に
す
る
た
め
6
5
城
以
上

の
寝
た
ぎ
り
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

に
、
事
イ
ス
や
特
殊
ベ
ッ
ト
な
と
を
給

付
・
貸
与
い
た
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
禍
社
課
福
祉
係



オープン
デイサービスセンター
在宅介護支線センター

0障害mlTS

デイサ”ビスを刺照してみませんか
希望者を募集します

●サービスの提供

サービスの回数は、1週間に3回です。
（希望者多数の場合は回数を調整させて

いただく場合があります。）

サービスの時間は、午前10時から午後
4時までです。（土　日曜日は除きます）

●費用の負担

サービスは無料ですが、おやつを含む
給食材料費として1食あたり600円を

負‡旦していたたきます。
●デイサービスの闘蛤日

デイサービスは、3月1日（火）から

開始します。
●問Ll合わせ

申し込み方法やデイサービスについて、
詳しくは、役場福祉課福祉係℡（293）
1234。デイサービスセンター『ふれ

あい甘〔特別養護老人ホーム「遠賀園」
℡（293）5522〕または、地域担

当民生児童委員へお尋ねください。

－　◆－

●対象着

町内に居住するおおむね65歳以上の人
で身体が虚弱など（寓たぎりの人を含む）
のため日常生活を曽むのに支障のある
人、または、一人暮らしの人。

●募集大貴　90人程度
●申し込み方法

デイサービス申請書に必要事項を記入
して役場福祉課福祉係または、遠賀園に
提出してください。（申請書は、福祉課、
遠賀園、遠賀町社会福祉協議会、地域担
当民生児童委員宅に用意しています。）

●申し込み期限　2月28日（月）

●利用者の決定と登録

提出された申請書に基づき調査し、利
用者を決定します。
決定した人は、デイサービス登録者名

簿に登載しサービスを提供する日時をお
知らせします。

6
5
歳
以
上
で
体
の
弱
い
人
を
日
帰
り
で
受
け
入
れ
、
入
浴
や
食
草
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
『
ふ
れ
あ
い
㌔
寝
た
ぎ
り
の
人
な

ど
の
介
護
者
に
対
し
、
そ
の
相
談
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
専
門
家
を
配
置
し

た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
。

現
在
、
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進
む
こ
れ
ら
の
施
設
が
、
3
月
1
日
、
遠
賀
園
（
浅

木
）
　
南
側
に
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
な
の
か
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
果
た
す
役
割

人
は
体
が
弱
く
な
り
、
家
に
閉
じ
こ

も
り
が
ち
に
な
れ
ば
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
ま
す
。
話
す
相
手
も

い
な
け
れ
ば
、
悩
み
を
か
か
え
て
し
ま

い
ボ
ケ
が
始
ま
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
家

庭
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち
」
「
身
体
が
不

自
由
」
　
「
一
人
暮
ら
し
」
な
ど
の
高
齢

者
に
適
所
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
皆
さ

ん
に
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
に
よ
り
、
馬
齢
者
の
自
立
的
生
活
の

助
長
・
社
会
的
孤
立
感
の
解
消
・
心
身

機
能
の
維
持
向
上
な
ど
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
介
護
に
あ
た
ら
れ

て
い
る
家
族
の
方
か
た
の
身
体
的
、
締

神
的
な
負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
も
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
大
切
な
役
割

です。た
く
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
で

皆
さ
ん
の
手
助
け
を
行
い
ま
す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
送
迎
サ
ー
ビ
ス

自
宅
あ
る
い
は
家
の
近
く
ま
で
二
十

六
人
乗
り
の
ハ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。
ま

た
、
寝
た
き
り
や
車
イ
ス
を
必
要
と
す

る
人
に
対
し
て
は
、
リ
フ
ト
車
な
ど
で

送
迎
し
ま
す
。

●
入
浴
サ
ー
ビ
ス

寝
た
き
り
の
人
な
ど
の
た
め
の
器
具

を
使
っ
た
〝
リ
フ
ト
浴
〟
を
行
い
ま
す
。

介
護
を
必
要
と
し
な
い
人
に
は
、
〝
一

般
浴
〟
　
で
入
浴
指
導
を
行
い
ま
す
。

●
鈴
食
サ
ー
ビ
ス

み
ん
な
で
楽
し
く
、
お
い
し
い
食
事

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
健
康
増
進
に

役
立
つ
新
鮮
な
材
料
を
使
っ
た
栄
餐
食

を
考
え
て
い
ま
す
。

●
生
活
健
勝
指
導
相
識

健
康
で
自
立
的
な
日
常
生
活
を
送
れ

る
よ
う
、
指
導
や
助
言
を
行
い
、
心
身

の
相
談
や
高
齢
者
を
と
り
ま
く
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
健
康
チ
ェ
ッ
ク

血
圧
や
体
温
、
脈
拍
、
体
重
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
記
録
し
ま
す
。

●
日
緯
動
作
訓
練

身
体
の
機
能
回
復
を
目
的
に
、
療
育

音
楽
を
取
り
入
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
や
無
理

な
く
、
楽
し
く
で
き
る
日
常
動
作
訓
練

（
関
節
可
動
域
・
筋
力
増
強
の
維
詩
回

復
訓
練
）
　
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
体
裁
・
浅
識

利
用
者
に
十
分
休
糞
し
て
も
ら
う
た

め
の
時
間
を
つ
く
り
、
娯
楽
や
趣
味
を

通
し
て
餐
護
を
し
て
い
き
ま
す
。

●
家
族
介
護
竣
室

家
族
の
た
め
の
介
護
教
室
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
家
庭
に
お
け
る
介
護
の

あ
り
方
を
、
実
際
に
体
験
し
な
が
ら
勉

強
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。



癒参る需詫言窃

中尉蜜さん
（芦屋町白浜町）

ここでデイサービスが始まった

平成2年8月から利用させても

らってます。それまでは、病気の

ため歩くのもやっとで、どうして

も家に閉じこもりがちにをってい

ました。それが、ここに来てリハ

ビリを受けるようになってから体

の具合もずいぶん良くなりまし

た。職員の皆さんも親切、それで

いて決して過保護じゃなく・・・

それが、いいんですよ。少しでも

自分で動いてみようという気にさ

せてくれますからね。今では、友

たちもたくさんできたし、レクリ

エーションなども楽しく、時間が

たつのも忘れてしまうくらいで

す。そして、日に日に自分が明る

くなって来ているのか分かるんで

す。週1回のサービスが待ちどお

しくてしかたありません。

ノーマライゼーションの理念として、

要介護老人が、住み慣れた鴇所で家族や

友だちと生活することは惑雅あることで

す。これにもとづき在宅福祉を推進する

うえで、一番重要なのが要介護者の竣助

で、要介護者に十分休馨を取ってもらう

ことだと思っています。また、介護者の

ストレス解消のためには施設で要介護者

を夜間だけ預かるナイトケアもこれから

は、必要になってくると思います。その

ためのデイサービスセンター・在宅介護

支援センター。これらの施設を地域福祉

の拠点として、駆使し、住民の皆さんの

ニーズに応えていき、職員一同本音で取

り組んでいきたいと思います。

福祉と言えば、すぐに「紋律的なもの」

と思われがちですが、超法の25条で、国

の讃任として保証されたもの。それが福

祉です。一人でも多くの人にこれらの施

設を利用してもらいたいと思います。

15年ほど前に、事故で両足を失

いました。その時の落ち込みよう

といったら、すごいものでした。

退院してからも「人に迷惑を掛け

たくない」と言う理由から外に出

ることもほとんどありませんでし

た。しかし「私よりも不自由な体

で頑張っている人もいるんだ」と

言い聞かせ、思い切って外に出て

みたんです。それからというもの、

なにか吹っ切れたような感じて、

おかげで海外旅行なども経験でき

ました。町内にも以前の私のよう

な悩みをもっている方も居られる

んではないでしょうか。3月のデ

イサービスセンターのオープン。

この利用をきっかけに、そういう

方が「思い切って外に出てみよう」

という気持ちになってくれればす

できなことだと思います。

ご利用ください

在雪介護真鶴をンず
3月1日から

在宅介護支援センターの業務は、3
月1日（火）よりデイサービスセン

ターと同時に開飴します。

●利用封筆書

町内に居住するおおむね65歳以上

の人で、身体が虚弱・窓たぎり・痴

呆などのため、日常生活を曽むのに

支障かある人、または、このような

方かたを抱える家族など。
●利用料　無料

●閏Ll合わせ

役場福祉係または介護支援セン
ター℡（293）5620へ。
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ビ
ス
を
受
け
て
い
る

福
祉
は
け
っ
し
て

じ
ゃ
な
い
…
と
語
る

今
日
の
在
宅
介
護
を
考
え
る
と
、
介

護
知
識
の
不
足
や
情
報
の
不
足
の
た
め

十
分
な
介
護
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が

そ
の
現
状
と
い
え
ま
す
。

そ
の
詰
果
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人

が
寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
、
痴
呆
の
症

状
か
ひ
ど
く
な
っ
た
り
す
る
の
も
事
実

です。こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護

者
が
抱
え
る
悩
み
や
相
談
を
帝
門
家
が

二
十
四
時
間
体
制
で
受
け
付
け
た
り
、

介
護
講
習
や
機
能
回
復
訓
練
な
ど
の
講

習
会
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

高
齢
者
が
各
種
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
必
要
が
生
じ
た
と
き
、
指
導

や
助
言
を
行
い
、
必
要
菖
類
の
作
成
・

提
出
を
本
人
や
家
族
に
代
わ
っ
て
行
う

こ
と
で
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
家
庭
に

結
び
付
け
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
度
な
介
護
馳
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
や
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に

よ
る
一
人
護
ら
し
の
方
の
相
談
業
務
も

行
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
の
主
な
業
務

着
々
と
工
事
が
進
む
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
と
在
宅
介
護
支
横
セ
ン
タ
ー



言●∴‾て　’

主上∴∵／
1　　1

章

′　r　．　●

∴∵∴∴∵蔦言　一

．　◆　　　　　　　　●　∵

牛「ひれぶり甘撃うーし
よったど？J÷÷斎÷こんな

’会話が窮．ら宅急撃から。

諜蕊紫豊詳
セリダニは、◆まるで『はた

hちの大同窓会』。；

漂先　陣美さん
（松ノ木・学生）

とりあえず、早く就職
を決めたい。

言を∴∵∵∵
高年子宮
立証∵浩

詳言∴㌔一筆書　言
切．ヽ～

●　　ヽ，∴八　一　　　　　　　　　〉　ノ

イ

、享“

俳
句
　
　
　
短
歌

俳
句
（
運
賃
俳
女
句
会
抄
）

冬
日
漉
し
諭
吉
の
中
津
謝
別
の
茸

冬
の
月
厳
め
て
ひ
と
り
の
も
の
思
い

暖
房
の
普
眠
た
く
て
眠
た
く
て

鉱
害
の
水
底
暗
く
寒
の
鮒

冬
帽
子
被
り
な
は
し
て
湖
の
前

短
歌
（
お
人
が
姐
歌
会
語
葦
）

池
田
　
幸
利
選

小
野
多
恵
子

岩
謙
　
信
江

川
上
　
久
夫

芳
野
　
宏
子

柴
田
と
も
子

河
中
　
端
喜
選

暖
冬
に
思
わ
ぬ
カ
ラ
ー
の
返
り
咲
き
労
る
を
た
め
ら
う
鋏
を
も
て
ど

大
場
ト
シ
ミ

暖
冬
に
海
部
な
せ
る
を
悔
い
お
り
ぬ
冷
た
さ
夕
凪
受
け
つ
つ
帰
る

伊
能
ア
キ
コ

暖
冬
に
楓
の
新
芽
ほ
こ
ろ
び
て
朝
の
光
に
し
ろ
が
ね
映
ゆ
る

中
野
す
え
の

暖
冬
の
日
差
し
を
浴
び
て
棄
掃
く
．
大
富
居
の
瀞
寂
の
中

吉
開
　
銀
朗

霜
柱
踏
み
で
畑
の
上
塊
を
打
ち
L
H
思
う
今
年
暖
冬

大
場
　
房
江
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ヽノ �i～く「∴ ���� �ー　　葛l ��1、1でヽ 

等 ∴「 �重富酸○○」 ��千言∴東房三富彦さん リ1人（浅木・社会人） 一雄日iこれから、いろんな面 ���l 　t〈 �1 � � �I ＼† 

∴∴ �．夢、　一〇“‾ ������〉 � �　∴一子 i：＼？、1 ・言雪子言 で子∴圭一∴子 ∴∴－：∴ 

で責任がかかってきま す。大人として恥じな �「∴ �＼∴＼ 子：∴　一°： 

。∴生　いよつな人間になりた 　　い。 �����．予∴：∴ ∴∴「∴ �字種、／録十六 ∴∴：ず： 

∴ ∴∴ 魚： ∵ �ヽ 　∴ し ／ l l l ��∴∴ ∴ヽ ∴∴∴ （∴卜、1、、 � �∴∵∴： � �∴「∴ 　1 

大石溝史さんii予言 （出生津・学生）、偶∵：・ 

久野隆道さん （田園北・学生） �����中村友香さん （木守・社会人） � 

大人として自分の行動i∵享子享 に責任の持てる人間に　や 
現在、福祉系の大学に ����� � 
通ってます。勉学に励 み、将来は、福祉関係 の仕事に就きたい。 �����な人間になりたい。 ��なりかo　　短 　　　ィ、・l（ 　　∴∴ 　　　　∴∵ 

幾＼ ��　∴　－ ′ 

l ▲ 

，I ���8　　も好きな人にプレゼント。渡す楽しみ、もらう楽しみ。年に一度 

＝） 世界中で一番売れてる ラ、今では、清涼飲料水 いますが、発売当初は、 ��� ����スル 

だけかというと、実は、コーラはもともと飲み薬（そのときは、コーラのシ

ロップだけたったのですが）として作られたものだったからです。しかし、

薬としては全く売れませんでした。そこで、発売元では「ひとひねり」。シ

ロップを炭酸水と混ぜてみたのです。するとどうでしょう。あれだけ売れな

かったコーラが途端に売れだしました。特に、若者を中心に大人気。薬局は

若者の溜まり場と化し、そのカウンターにはイスが並べられ、スナックさな

がらの雰囲気になったというから驚きです。そのうちもっと大きく売り出そ

うと、ぴん詰めにして発売。これがまた、大ウケしました。今や、世界中の

人たちに飲まれているコーラにも実はこんなウラ話があったのです。

日月10日号・パズルの答えi RED・
B L U E・P UR P L E・ORANG
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な
き
意
義
奮
藻
を
筆
意
富
票
棄
－
蕊
率
脅
婁
言
寄
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C
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L
E
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M
K
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O
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T
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A
A
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O
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N
S
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H
W
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O
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E
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O
V
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T
C
H
I
E
E

S
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D
W
M
C
D
L
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O
E
V
R
W
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R
T
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E
T
C
E
I
R
E
N
U

H
A
P
P
Y
E
V
A
O

U
D
E
R
T
Y
U
I
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こみ上げる感動。だれもが心の中で銀暮

のヒロイン“カンナ“にエールを送る

東町の住田携整備が
本格的tこスタート

ロ1月14日iこ起工式

東町住宅地区改良事業の第一期工事が、いよい

よ始まりました。東町は、旧炭鉱住宅が多く残る

地区です。道幅は狭く、住宅の老朽化が進み、地

区の防災に支障をきたすことや住民の健康が阻害

されることなどが大きな問題となっていました。

これらの問題を解決するための住環境整備。こ

の第一期工事では、三階建て町営住宅3棟（36戸）

を建築します。

」∴ここ＝＝二千 　一i＼一・〉＼能 ＼γ 

へ’i夢＿停 �i÷－4888に／ 「 窪認 前案電器掛率 が喜一i／惑／ �：・／ 残 へ・＿一／‾ ノ’ 、∴∴ 

∴j∴ 嚢濁音音響＼1 　8、－一つ 

∴∴ヨ軸腿． 

韻 滞 支、、、 i一＼．〝 

か、予定の時間を30分も超えるサービスぶり。 繭繭2竃 たとろ（地長遼時動 結き鍔諸悪〇 日の主は公文中 鵠鱗 轟鵬問 l � � ��く五ノ＼ 駐 �� � 
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●十 

冬
休
み
最
初
の
日
曜
日
は
、

映
画
が
楽
し
か
っ
た
ね

□
文
化
ふ
れ
あ
い
事
業
「
映
画
達
筆
会
」

平
成
5
年
、
最
後
の
文
化
ふ
れ
お
い
事
業
は
、
1
2

月
2
6
日
・
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
映
画
『
盲
導
犬
カ

ン
ナ
わ
た
し
と
走
っ
て
』
の
上
映
を
行
い
ま
し
た
。

幼
く
し
て
視
力
を
失
っ
た
主
人
公
と
盲
導
犬
カ
ン

ナ
と
の
心
温
ま
る
ふ
れ
あ
い
を
描
い
た
映
画
で
、
時

に
は
涙
を
誘
う
場
面
も
あ
り
ま
す
。
思
わ
ず
ハ
ン
カ

チ
で
目
頭
を
お
さ
え
る
お
母
さ
ん
を
ち
や
か
す
よ
う

に
子
ど
も
が
横
か
ら
つ
っ
つ
く
　
　
　
な
ん
て
光
景

も
会
場
に
は
ち
ら
ほ
ら
。
冬
休
み
最
初
の
日
曜
日
、

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
図
れ
た
み
た
い
て
す
ね
。

ぶ
り
の
鈴
木
さ
ん
の
話
に
ま
る
で
吸
い
込
ま
れ
た
か
の
よ

う
。
「
二
時
間
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
た
」
と
い
っ
た
感

じ
で
し
た
。

昨
年
の
胡
弓
演
奏
会
に
続
き
、
今
年
も
す
ぼ
ら
し
い
講
演

会
を
催
さ
れ
た
公
民
館
艮
さ
ん
た
ち
の
熱
無
が
き
っ
と
皆
さ

ん
に
伝
わ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

安
全
祈
願
祭
。
参
加
者
の
気
持
ち
が
引
き
締
ま
る
一
瞬



餅つき大会の－コマ。この
～m‾駁、妹地域活性化のビタミン剤1

－圏病

ロチャリティ餅つき大会の収益金で

キャッツ21の皆さんがメロディチャイムを詩賦

キャッツ21の皆さんが、昨年末、遠賀川駅前で行ったチャリティ

餅つき大会の収益金でメロディチャイムを遠賀中学校と浅水区に

1基づつ寄贈しました。このメロディチャイムは、セットした時

間にすできな音色を響かせ、時を知らせてくれるもので新町公民

館に設置されているのと同型だそうです。
「地域の活性化に貢献できたら」そして「地域のために何かで

きたら」そんな熱い思いで、いろいろな町おこし活動を行ってい

るキャッツ21の皆さん。時を告げるチャイムの音色は、その皆さ

んの真心そのものなのかもしれません。

∴：　　　　　∵∴∴∴ � ���÷ 

薗 擾 

専∴ ∴「∴∴∴∴一㌢∴一三∴　∴ 　　　　　「∵∴∴．∴ 

∴　　∴∴「∴：幸∴∴∴十 ��� 

遠賀町消防団の『氷擦立つ』祝賀放氷

口達満都四ケ町消防合同出初式

地域防災に日夜活躍するガンパルマンたち　　　遠賀町

消防団が1月9日、水巻南中学校で行われた遠賀郡四ケ町

消防合同出初式に参加し、力強い行進などを披露しました。

また、この日は、各町消防団の功労者などに対して、表

彰も行われ遠賀町からも多数の団員が表彰を受けました。

出初式といえば、式の最後を飾る『祝賀放水』。空中に

舞う色鮮やかな水は、さしずめ防火の“勢い水”。放水だ

けに遠賀町消防団が、“水”際立っていたみたいですよ。

団

こ）i‾i・一 千∵∴ �　∴∴‾．、一 〇、で二 ∴一丁：十 ∴∴〝ここ＿ 
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ヽ

よ
り
良
い
暮
ら
し
を
目
指
し
て
…

ガ
ン
バ
ル
農
村
婦
人

□
生
活
設
計
講
座

農
家
の
主
婦
と
し
て
『
夢
あ
る
農
家
経
営
』

を
目
指
し
、
た
だ
い
ま
奮
闘
中
。
　
　
－
　
　
講
師

の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
メ
モ
を
と
る
。
〉
て

の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、
県

と
日
本
銀
行
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
の
6
月
か

ら
遠
賀
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い
る
農
家

の
婦
人
を
対
象
と
し
た
「
生
活
設
計
講
座
」
の

も
よ
う
　
（
写
真
）
。

参
加
者
は
、
生
活
設
計
を
基
本
に
家
計
簿
の

つ
け
か
た
」
フ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
、
貯
蓄
そ
し
て
、

消
費
生
活
な
ど
に
つ
い
て
毎
回
専
門
の
講
師
か

ら
講
義
を
受
け
て
い
ま
す
。
厳
し
い
農
業
情
勢

の
中
、
よ
り
よ
い
暮
ら
し
を
目
指
す
た
め
頑
張

る
女
性
。
み
ん
な
輝
い
て
ま
す
。

晴
れ
の
受
賞
者

食
町
内
分
・
敬
称
略
）

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▽
箱
韻
事
　
柴
田
康
則

●
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
永
年
勤
続

【
1
5
年
】
殿
川
澄
男
、
矢
野
英
治

【
1
0
年
】
芳
杓
正
博
、
木
村
陸
海

太
田
達
彦
、
牛
浜
善
雄

桑
原
梅
雄
、
秦
　
相
律

石
松
　
昭

▽
優
良
団
員

折
尾
常
吉
、
原
田
正
武

本
下
輝
男
、
丸
井
棺
一
郎

●
福
間
県
民
火
災
共
済
組
合

理
事
長
表
彰

▽
分
団
　
第
一
分
団

▽
個
人
　
松
井
政
人

●
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

添
田
正
一
、
一
－
一
風
美
智
男

●
消
防
団
長
表
彰

高
島
豊
明
、
高
山
昌
文

繁
山
和
則
、
木
村
　
晃

大
喝
繁
雄

水
が
空
を
切
る
吉
は
軍
火
災
ゼ
ロ
ぅ
を
叫
ん
で
い
る
か
の
よ
う
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所
得
税
の
礁
定
町
営

町
県
民
税
の
申
告
が

始
ま
り
ま
す
。

所
得
税
の

確
定
申
告

次
の
よ
う
な
人
は
必
ず
所
得

税
の
確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ

●
平
成
5
年
中
に
専
業
新
館
、

不
動
塵
所
得
、
譲
渡
所
得
な

ど
が
あ
っ
た
人

●
給
与
所
得
者
で

次
の
よ
う
な
人

の
給
与
の
年
収
が
千
五
証
万

円
を
超
え
る
人

の
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を

受
け
て
い
る
人

③
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が

一
十
万
円
を
超
え
る
人

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
人
が
、
期
限
ま
で
に
申

告
を
し
な
か
っ
た
り
間
違
っ
た

申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
加
算

税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
は

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す

昨
年
、
確
定
申
告
を
し
て
所

得
税
を
納
め
た
人
や
、
事
業
所

得
の
あ
る
人
、
ま
た
、
昨
年
中

に
不
動
麗
な
と
の
譲
渡
が
あ
っ

た
人
に
は
、
税
務
署
か
ら
申
告

日
が
郵
送
さ
れ
ま
す
U

役
場
会
場
で
の
申
告
受
付
の

期
＝
は
町
県
民
税
の
申
告
受
付

の
期
日
と
異
な
り
ま
す
ー
雄
に

譲
渡
所
得
の
申
告
受
付
は
、
2

月
1
8
日
と
3
月
2
日
の
一
日
た

け
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
こ
高

高
い
く
だ
さ
い
へ

所
得
税
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
の
お
尋
ね
は
、

若
松
税
務
署
へ

℡
（
1
6
－
）
2
5
2
6

町
県
民
税
の

申
　
告

制
県
民
税
の
申
告
が
必
嬰
と

思
わ
れ
る
人
に
は
、
郵
便
で
「
剛

県
民
税
の
申
告
案
内
」
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
通
知
膏
に
膏

か
れ
て
い
る
必
要
謹
獄
な
ど
を

整
理
し
て
、
通
知
書
と
い
っ

し
ょ
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
5
年
中
に
造
質

町
に
転
入
さ
れ
た
人
や
、
申
告

案
内
が
届
い
て
い
な
い
人
で
も

平
成
5
年
中
に
収
入
の
あ
っ
た

人
は
、
居
住
さ
れ
て
い
る
区
の

申
告
日
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い。



ほなったら

渡　牧　林
邁

∵∵∵

尾撃緯
山　藤
根　岡

僅　佑
大樹

山　三　高　熊　川　大
下　島　崎Iii越　谷

翔　由　亜　　美　ま
平　安　弓　忠　和　み

自　活佐　久河織海阿
流　水　藤　保　内　田　老　部

貝　原
順美正美　　希　将健
也　善　臣　希唯　枝志・

ぎゅっ”。（昨年の浅木小プー

古橋用　布
田　本元　松

田　美　質　伯
紀希弘子

小
IiI

蕎木

前　売　　　　井
出　山　　　　上

梶
原

園園　　田圏

美挙西哲
嶺　吉

野

亀　井
田　上

原　伸

慎

郎

古

橋

祥
子

本　三　潮　境
小　木　上　田

祐愛
子　美

3　　月 �����������2　　月 ������ 

15 日 �14 日 �11 日 �10 日 �9 日 �8 日 �7 日 �4 日 �3 日 �2 日 �1 日 �28 日 �25 日 �24 日 �23 日 �22 日 �21 日 

㈹ �伯〉 �（翁 �㈱ �㈱ �依） �伯） �栓） �㈱ �㈱ �医） �㈲ �捻） �㈱ �㈱ �医〉 �〈月） 

かこ指 �美東 蓉町 �害虫 �浅 �東 和 �今上 �木 守 �広 �中 央 �新 �遠 �別 府 �松 �田田 圃園 �島 �鬼 �若 �∴ 匿 ノンノ 省） 

彊 なる ��粟生 �木 ��古別 ��華 道 官 ��町 �賀 川 ��ノ ��凄 尾 崎 �津 �松 
西 中 �台葦 ��苑 �賢帝 �老 良 ��旧 停 ���千 代 丸 �本 �南北 

ヽ

崎

岡
本
昭
太
郎

熊
川
　
　
瞳

佐
々
木
美
晴

松
井
∴
恵
美

札
即
　
売
介

□
田
園
商

締
村
　
拓
郎

尾
崎
　
　
舞

杏
月
　
里
奈

木
材
　
製
絵

斎
藤
　
　
望

篠
塚
　
晃
宏

正
中
　
里
奈

梁
川
　
美
歌

高
時
　
匡
平

高
藤
　
大
志

東
田
亜
由
美

中
元
　
席
末

西
崎
　
麻
衣

西
谷
　
有
加

濱
田
　
大
成

股

間

一

幸

前
川
　
碗
擬

音
同
　
　
盟

吉
岡
　
幸
夫

吉
見
　
イ
志

若
狭
母
型
石

田
岡
田

口
木
　
守

石
井
　
エ
リ
　
有
井
　
裕
梨

古
都
　
弘
也
　
太
田
　
貴
志

太
田
　
壮
哉
　
小
川
　
真
弓

折
尾
　
陽
樹
　
川
原
崇
都
紀

古
家
　
幸
訓
　
島
田
裕
希
乃

高
崎
　
　
彩
　
墳
岡
　
和
也

藤
田
　
熱
意
　
古
川
　
由
依

村
上
　
　
揺
　
村
田
　
智
章

村
田
　
将
墓
∴
望
月
　
補
作

口
上
脚
府

な
お
、
所
得
税
の
申
告
を
さ

れ
た
人
は
、
町
県
民
税
の
申
告

の
必
宴
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
県
民
税
の
申
告
に
つ

い
て
の
お
尋
ね
は
、
役

場
税
務
課
へ
。

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

石
松
　
　
駕

川
崎
麻
哉
子

ら
日
石
　
良
薬

福
山
亜
友
美

□
浅

瓜
互
∴
裕
美

た
i
，
去
∴
∴
髄

報
若
葉
台

塚
本
　
大
祐
　
松
井
　
　
優

和
田
百
合
禁

固
老
∴
良

和
員
∴
添
田
　
費
目

田
虫
生
津

愛
弥

小
川
　
市
域
　
小
田
　
貴
志

金
田
　
　
掌
∴
馬
　
　
裕
子

坂
田
　
泰
大
　
日
本
　
慎
一

仲
野
　
大
貴
∴
藤
原
　
将
浩

松
井
　
　
輿
　
水
十
秒
智
子

武
藤
　
入
梅
　
村
田
　
友
美

園
東
和
苑

岩
野
　
勇
櫛
∴
岩
藤
　
香
代

金
城
　
勇
作
　
土
屋
　
幸
弘

申
告
は
指
定
の
日
忙

あ
願
い
し
ま
す

所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県

民
税
の
血
生
［
を
受
け
付
け
ま
す
。

次
の
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町
県
民
税
の
申
告
は
、
H
こ
と

に
地
区
を
指
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
注
諒
く
だ
さ
い
。

時
間
と
場
所
は
い
ず
れ
も
次

の
通
り
で
す
。

●
時
間
　
午
前
9
時
－
正
午

午
後
1
時
～
4
時

●
場
所
　
役
場
二
階
大
会
談
室

所
得
税
確
定
申
告
の

日
　
程

僅
尭

掃
海

河
野
な
る
み

宏
一
郎
　
永
谷
　
幸
夫

真
理

－
田
か
只

蓉

大
河
内
優
太

木
下
湖
南
莫

墳
田
　
麻
衣

渕
上
　
　
愛

真
武
　
玲
奈

宮
崎
　
　
線



使用禁止
2月1日に「拡声機による

暴騒音の規制に関する条例」
が施行されました。

この条例は、県民の皆さん

の静かな日常生活を守るた

め、社会常識の範囲を超えた

暴力的な拡声機騒音を規制す

ることを目的に制定されました。

運動会やお祭などの除外規

定を除き、85デシベルを超

える拡声機の使用は禁止され

ます。

お問い合わせは、最寄りの

警察署へ。

題

火災種別 ��件　数 �前年比叡 

建　物　火　災 ��19伴 �－3 

車　両　火1 � �9伴 �＋4 

林　野　火！ � �4件 �＋2 

その他火災 ��12件 �－3 

罵iO困m糾 �伴∴鼓 �前年比較 

た∴∴き　火 �8件 �＋3 

コ　　ン　　ロ �8件 �＋1 

タ　　バ　　コ �2件 �±0 

放火・その他 �26件 �－4 

町
内
忙
あ
住
ま
い
の
女
性
の
皆
さ
ん

小
・
中
学
校
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か

竿
脇
の
朋
激
糟
鋤
鍋
を
鶏
嫡

●
仕
事
の
内
容
∴
孝
枝
．
般
用
務
∴
∴
‥
●
賃
金
　
▽
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

●
応
募
資
格
　
町
内
に
住
む
1
8
歳
か
ら
‥
　
三
千
三
百
門
　
口
▽
上
曜
日
＝
刑
で

5
5
歳
ま
で
の
女
性
で
、
一
年
間
勤
め
‥
　
囲
直
門
　
H

る
こ
と
が
で
き
る
人
　
　
　
　
　
　
‥
●
申
し
込
み
∴
隅
歴
尊
に
写
真
を
添
付

●
募
集
人
員
　
三
人
　
（
出
門
小
学
校
、
‥
　
し
て
2
月
2
8
日
（
月
）
ま
で
に
遠
賀
町

浅
木
小
学
校
、
遠
賀
中
学
校
各
一
人
）
‥
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
に
提
出

●
勤
務
時
間
　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
‥
●
採
用
方
法
　
面
接
の
う
え
、
本
人
に

で
の
午
前
1
時
0
0
分
か
ら
止
午
ま
で
…
　
通
知

と
土
曜
日
の
午
前
1
時
0
0
分
か
ら
午
‥
●
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課

後
1
時
0
0
分
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
‥
　
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

海
外
研
修
の
成
果
を
地
域
忙
還
元

『
ま
憧
研
修
の
翼
』
の
成
果
を
皆
さ
ん
忙
霜
害
す
る

地
峡
照
複
営
舎
に
で
か
け
ま
せ
ん
か

福
岡
県
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
女
性

海
外
研
修
事
業
「
女
性
研
修
の
顕
」
。

今
年
度
は
、
同
月
1
8
日
か
ら
2
9
日
ま

で
の
十
二
日
間
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二
か
国
を
訪
問

し
、
女
性
問
題
や
福
祉
問
題
に
関
係
の

あ
る
機
関
や
施
設
の
視
察
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

こ
の
研
修
の
成
果
を
県
民
の
皆
さ
ん

に
報
告
す
る
地
区
別
報
告
会
が
次
の
通

り
行
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
海
外
研
修
の
ス
ラ
イ
ド
上

映
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
場
所
・
目
時

▽
田
川
市
青
少
年
文
化
ホ
ー
ル
I
I
2
月

1
9
日
（
土
）
、
午
後
1
時
0
0
分
－

▽
福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁
舎
＝
3
月
1
0

日
（
木
）
、
午
前
1
0
時
～

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
県
民
生
活
局

女
性
政
策
課

℡

0

9

2

　

（

6

4

1

）

　

4

7

3

1

昨
年
、
郡
内
で
の
火
災
発
生
件
数
は
調
性

火
災
種
別
・
原
因
別
の
デ
ー
タ
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

平
成
5
年
中
の
火
災
発
生
件
数
は
四

十
四
件
で
し
た
。
こ
れ
は
、
一
昨
年
の

数
字
と
同
じ
で
、
火
災
種
別
・
原
因
別

は
寿
の
衣
の
通
り
で
す
。

火
災
種
別
の
中
で
ト
ノ
ブ
は
建
物
火

災
。
こ
の
主
な
原
因
は
コ
ン
ロ
に
よ
る

も
の
で
し
た
。
コ
ン
ロ
に
火
を
か
け
た

ま
ま
の
長
通
話
や
外
出
な
と
不
注
憩
が

招
い
た
不
幸
と
い
え
ま
す
。

自
主
防
火
に
務
め
、
火
災
の
な
い
町

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

田
の
顔
青
ロ
ー
ン

ー
日
倍
別
椙
酸
が
あ
り
ま
す

国
民
金
融
公
腔
の
　
「
国
の
教
脊
ロ
ー

ン
∴
H
個
別
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
公
庫
担
当
者
が
皆
さ
ま
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
1
7
H
（
水
）
、
午
前
1
0
時

－
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
役
場
二
階
第
2
会
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　
国
民
金
敵
公
庫
八
幡

支
店
℡
　
（
6
4
1
）
　
1
1
1
5
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1月30日、おんが朝市での－コマ。突然の積雪に子と

もたちは大はしゃぎ。新鮮で安い遠賀の味を求めて買い
物に熱中するお母さんたちをよそに、「ぼくたちは雪合
戦iだって、久しぶりの雪なんだもん」。

国

民

年

金

情

報

ここが違います。 

国民年金と個人年金 

現在の金額だけで考えていませんか。 

大切なのは受け取るときの値打ちです。 

●個人年金は、おおむ 

ね将来受け取る年金額

か契約時に決められ、

物価の上昇などに連動

しない仕組みになって

いますので、年金を受

け取る時期の価値がど

の程度になるかを常に

見きわめて叢書†してい

く姿勢が必要です。

●基礎年金や厚生年金など公的年金は、物価上昇や

生活水準の向上などにあわせて年金額が見直される

ので、高齢期の確実な収入として若いうちから、そ

の価値を見込むことができます。

君
に
そ
よ
風
！
町
内
の
施
設
を
利
用
し
て

サ
ー
ク
ル
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か

教
育
委
員
会
で
は
、
町
内
施
設
利
用

団
体
の
年
間
割
当
　
（
平
成
6
年
度
）
　
を

決
め
る
た
め
、
新
年
度
か
ら
新
規
に
定

期
利
用
を
希
望
さ
れ
る
団
体
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
対
象
施
設
　
小
・
中
学
校
体
育
館
、

武
道
場
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

町
民
体
育
館
、
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

ン
ト
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

ター

●
対
象
と
な
る
団
体

社
会
体
育
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
目
的
と
し
て
、
定
期

的
に
　
（
二
週
間
に
一
回
以
上
）
　
施
設

を
使
用
す
る
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

筆
者
上
人
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体

（
成
人
の
代
表
者
が
必
要
で
す
）
。

●
申
し
込
み
　
2
月
1
7
日
（
木
）
ま
で
に

「
利
用
団
体
蕎
録
申
請
書
」
を
教
育

委
員
会
体
育
振
興
係
　
（
役
場
内
）
　
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
同

係
に
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
町
教
育
委
員
会
体
育

振
興
係
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

土
木
事
務
所
か
ら
の
あ
知
ら
せ

御
牧
大
悟
が
夜
間

全
面
通
行
止
め
に

2
月
1
8
日
ま
で

遠
賀
町
の
島
津
と
水
巻
町
の
猪
熊
と

を
結
ぶ
御
牧
大
橋
の
拡
幅
主
事
に
と
も

な
い
、
現
在
、
月
例
交
互
通
行
（
昼
間
）

全
面
通
行
正
め
　
（
夜
間
）
　
の
交
通
規
制

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
規
制
の
期
間
と

時
間
帯
は
次
の
通
り
で
す
。
こ
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し

ます。
●
交
通
規
制
期
間
・
時
間
帯

▽
片
側
交
互
通
行
＝
3
月
上
旬
ま
で

（
十
・
剛
9
時
－
、
有
－
後
5
時
）

▽
夜
間
全
面
通
行
止
め
＝
2
月
1
8
日
ま

で
　
（
年
後
川
崎
－
午
前
5
時
）

●
問
い
合
わ
せ
　
北
九
州
上
水
事
務
所

℡

　

（

6

9

1

）

　

2

1

6

1

公
的
年
金
と

個
人
年
金
と
の
違
い

「
働
き
拡
が
ら
の
長
期
滞
在
海
外
硫
行
」
の
説
明
会

ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
ど
う
ぞ

申
し
込
み
は
2
月
織
田
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で

●
と
き
　
3
月
5
日
（
土
）
、
午
後
1
時

0
0
分
－
4
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
も
も
ち
パ
レ
ス
　
（
福
岡
同

早
良
高
自
適
ニ
ー
ニ
ー
．
互
）

●
内
容
　
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ホ
リ
デ
ー
制

度
の
概
要
説
明
、
波
枕
に
関
す
る
ア

ト
ハ
イ
ス
、
国
別
順
鞘
交
換
な
と

●
定
員
　
自
在
1
人

●
申
し
込
み
方
法
　
往
復
ハ
カ
キ
に
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
、

希
望
訪
問
国
、
オ
リ
工
シ
テ
ー
シ
ョ

ン
情
報
人
手
方
法
　
（
例
‥
町
の
広
報

紙
な
と
）
　
福
間
地
区
で
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
参
加
希
望
の
旨
を
記
入

し
、
祖
圃
法
人
「
日
本
ワ
ー
キ
ン
グ
・

ホ
リ
デ
ー
協
会
大
阪
文
所
」
　
〔
〒
酬

I
m
大
阪
府
堺
正
一
．
．
原
台
二
－
．
－

．
府
立
勤
労
青
少
年
会
館
二
階
〕
　
へ

2
月
2
8
日
　
（
月
）
　
ま
で
に
送
付

●
参
加
費
　
千
五
百
円

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
労
働
福
祉
課

℡

0

9

2

　

（

6

2

2

）

　

1

0

0

4
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総
面
積
二
十
一
二
一
四
両
…
『
水
と
緑
』
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
か
」
　
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

老
良
の
地
名
は

『
老
楽
の
里
』
　
か
ら

老
良
　
－
　
こ
の
地
名
の
由
来
は
、
区

内
に
あ
る
老
良
神
社
の
境
内
曲
緒
碑
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
は
、

日
本
式
尊
と
佑
姫
の
子
と
も
砧
王
が
こ

の
地
の
守
令
に
任
せ
ら
れ
た
と
き
か
ら

こ
こ
が
〟
老
楽
の
里
〟
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
老
楽
が
い
つ
の
こ
ろ
か
老
良
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
が
と
い
う
こ
と
で
す
。

四
百
年
と
二
百
年
の

歴
史
を
持
つ
怯
麗
行
事

老
良
区
で
は
、
歴
史
の
あ
る
伝
統
行

事
が
今
な
お
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
、
毎
年
7
月
1
3
日
に
近
い
日

曜
日
に
、
行
わ
れ
る
老
良
川
笠
で
す
。

約
四
百
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ

る
こ
の
行
事
は
、
現
在
も
区
民
が
．
つ

に
な
っ
て
守
り
つ
つ
け
ま
す
。
区
内
の

実
年
世
代
の
人
た
ち
は
　
「
昔
は
、
今
の

曳
き
山
じ
ゃ
な
く
か
き
山
で
、
青
年
た

ち
が
前
を
、
壮
年
た
ち
が
後
ろ
を
か
い

と
っ
た
。
壮
年
の
力
の
ほ
う
が
強
く
て

後
ろ
か
ら
よ
く
ハ
ノ
バ
か
け
ら
れ
よ
っ

た
ね
え
」
と
、
山
笠
の
思
い
出
を
語
り

ま
す
。
ま
た
、
日
月
0
0
日
と
1
2
月
1
日

に
は
、
お
宮
座
が
あ
り
、
そ
の
当
番
を

毎
年
、
区
民
が
交
替
で
つ
と
め
ま
す
。

当
番
に
な
っ
た
人
は
、
お
宮
座
に
つ
い

て
の
記
述
が
な
さ
れ
た
巻
物
を
一
年
間

保
管
す
る
と
い
う
苦
な
が
ら
の
伝
統
も

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
宮
座
の
歴
史

も
古
く
天
明
5
年
　
（
一
七
八
五
年
）
　
に

始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

老
良
小
学
校
、

老
良
の
渡
し
の
思
い
出

現
在
、
老
良
公
民
館
の
あ
る
土
地
に

は
、
明
治
3
5
年
か
ら
昭
和
8
年
ま
で
の

ニ
ー
十
二
年
間
、
老
良
尋
常
小
学
校
が
あ

り
ま
し
た
。
百
五
十
人
余
り
の
卒
業
生

を
牛
み
出
し
、
区
民
の
中
に
は
、
こ
の

学
校
の
草
葉
生
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

そ
の
皆
さ
ん
は
、
〝
大
正
1
5
年
ご
ろ
、

学
校
が
火
事
で
焼
け
落
ち
、
廃
校
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
〟
　
や
　
〝
老
良
出

身
の
添
田
寿
．
博
士
よ
り
寄
付
さ
れ
た

育
英
資
金
五
百
円
　
（
そ
の
当
時
は
、
米

一
升
の
値
段
が
十
銭
の
時
代
）
　
の
お
か

げ
で
、
生
徒
た
ち
は
真
新
し
い
教
科
藍

で
勉
強
で
き
た
こ
と
〟
　
な
ど
の
思
い
出

を
な
つ
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

さ
ら
に
皆
さ
ん
の
思
い
出
話
は
、
老

良
の
渡
し
の
話
に
発
展
し
ま
す
。
そ
の

話
に
よ
れ
ば
、
こ
の
渡
し
は
大
正
8
年

ご
ろ
始
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
、
老
良
と

水
巻
の
伊
左
嬢
を
結
ぶ
も
の
で
し
た
。

大
正
1
5
年
の
遠
賀
川
橋
が
開
通
す
る
ま

で
高
校
の
通
掌
や
貰
い
物
な
と
人
び
と

の
足
と
し
て
大
活
躍
し
た
そ
う
で
す
。

昭
和
初
期
ご
ろ
の
老
良
小
学
校
　
（
左
の

建
物
）
。
写
真
は
運
動
会
の
一
コ
マ
。

●
写
真
提
供
　
高
崎
六
男
さ
ん

区
民
の
ま
と
ま
り
を

ず
っ
と
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す

老
人
会
に
は
、
0
0
歳
以
上
の
人
全
員

が
入
会
。
そ
し
て
、
公
民
館
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
活
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
と
い
う
老
良
区
。
区
長
さ
ん
は

「
小
さ
な
地
区
で
す
が
、
区
民
全
員
が

協
力
的
で
あ
ら
ゆ
る
行
事
に
参
加
し
て

く
れ
ま
す
。
町
民
体
育
祭
で
毎
年
、
好

成
績
が
収
め
ら
れ
る
の
も
区
民
の
ま
と

ま
り
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ま
と
ま
り
を
ず
っ
と
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

四
日
回
国

先
日
、
佐
質
県
西
津
市
の
あ
る
i
カ
か

ら
手
紙
が
届
い
た
。
内
容
は
「
市
内
を

流
れ
る
川
で
サ
ケ
が
発
見
さ
れ
た
。
こ

の
自
然
を
い
つ
ま
で
も
詰
る
た
め
の
運

動
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

r
遼
賀
川
に
サ
ケ
を
呼
び
戻
す
活
動
』

に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
な
い
か
」
と
い

う
も
の
。
遠
方
の
人
に
と
っ
て
遠
賀
川

と
聞
い
て
ま
ず
最
初
に
粗
い
つ
く
町
と

言
え
ば
、
川
の
名
前
が
付
い
た
遠
錆
町

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
こ
の
町
に
は
そ
う

い
っ
た
活
動
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。
そ

こ
で
、
鞍
手
町
で
町
の
相
談
誌
を
発
行

し
て
い
る
方
に
話
を
伺
っ
て
み
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
、
遠
賀
川
よ
り
も
両
用
の

ほ
う
が
サ
ケ
が
同
爆
し
や
す
い
と
い

う
。
そ
し
て
、
そ
の
方
が
代
表
と
な
り

「
両
川
に
サ
ケ
を
戻
す
」
活
動
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。
感
動
的
だ
っ
た
。

一
過
の
手
紙
が
い
ろ
ん
な
形
で
　
〝
感
動

と
い
う
名
の
濾
紙
ジ
ュ
ー
ス
〝
．
を
私
に

飲
ま
せ
て
く
れ
た
。
そ
し
て
飲
ん
だ
後

の
感
想
は
「
い
つ
か
西
川
沿
い
を
ゆ
っ

く
り
歩
い
て
み
よ
う
」
だ
っ
た
。
（
英
）


